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■「
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｍ
」ブ
ラ
ン
ド
の
紹
介

天
才
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
手
掛
け
る 

オ
リ
ジ
ナ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
を
搭
載

　

注
目
の
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
で
あ
る
。
音
楽
祭
で

も
有
名
な
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ザ
ン
ソ
ン
を
本
拠
と

し
て
成
立
し
た
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｍ（
ア
ト
ム
）。
設
立

者
の
テ
ィ
エ
リ
ー
・
コ
ン
ト
は
１
９
７
０
年
に

フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
、
早
く
か
ら
音
楽
や
オ
ー

デ
ョ
に
興
味
を
持
ち
、
１
２
歳
の
と
き
に
自
身

で
ス
ピ
ー
カ
ー
シ
ス
テ
ム
を
設
計
し
た
と
い
う

早
熟
な
才
能
の
持
主
で
あ
る
。

　

マ
イ
ク
ロ
技
術
工
学
の
専
門
知
識
を
修
め
た

後
３
年
間
精
密
加
工
機
械
会
社
に
在
籍
し
、
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
社
に
入
社
し
て
技
術
部
長
も
務

め
た
と
い
う
。
２
０
０
０
年
に
退
職
し
て
Ａ
Ｔ

Ｏ
Ｈ
Ｍ
社
を
設
立
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
ユ
ニ
ッ
ト

の
開
発
を
手
が
け
て
き
た
。
著
名
メ
ー
カ
ー
へ

の
ユ
ニ
ッ
ト
供
給
や
Ｄ
Ｉ
Ｙ
製
品
な
ど
の
生
産

を
行
い
、
２
０
０
４
年
に
は
初
の
自
社
ブ
ラ
ン

ド
製
品
を
発
表
。
こ
こ
で
紹
介
す
る
Ｇ
Ｔ
シ
リ

ー
ズ
も
、
そ
の
時
に
開
発
さ
れ
た
専
用
ユ
ニ
ッ

ト
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
を
使
用
し
て
い
る
。

　

日
本
で
発
売
さ
れ
る
両
機
の
使
用
ユ
ニ
ッ
ト

は
同
一
で
、ト
ゥ
イ
ー
タ
ー
は
シ
ル
ク
ド
ー
ム
、

ウ
ー
フ
ァ
ー
は
15
㎝
の
特
殊
合
金
製
メ
タ
ル
コ

ー
ン
で
あ
る
。
ブ
ッ
ク
シ
ェ
ル
フ
型
の
Ｇ
Ｔ
―

１
・
０
は
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
を
２
・
５
ｋ
Ｈｚ
と

し
た
２
ウ
ェ
イ
、
フ
ロ
ア
型
の
Ｇ
Ｔ
―

２
・
０

は
ウ
ー
フ
ァ
ー
２
基
を
ス
タ
ガ
ー
と
し
た
２
・

５
ウ
ェ
イ
だ
。

■「
Ｇ
Ｔ
―

１・０
」「
Ｇ
Ｔ
―

２・０
」の
魅
力

ト
ゥ
イ
ー
タ
ー
と
ウ
ー
フ
ァ
ー
に
は 

射
出
成
型
の
ア
ル
ミ
フ
レ
ー
ム
を
採
用

　

こ
れ
ら
の
ユ
ニ
ッ
ト
は
同
社
の
最
上
級
モ
デ

ル
で
、
ト
ゥ
イ
ー
タ
ー
に
は
ア
ル
ミ
射
出
成
型

の
フ
レ
ー
ム
を
使
用
し
て
い
る
。
表
面
に
無
数

の
突
起
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
徐
々
に
変
化
す

る
分
散
パ
タ
ー
ン
を
用
い
た
独
自
の
Ａ
Ｄ
Ｐ
技

術
に
よ
る
も
の
で
、
指
向
性
に
優
れ
超
高
域
で

の
反
射
に
よ
る
干
渉
を
防
い
で
い
る
と
い
う
。

ま
た
ボ
イ
ス
コ
イ
ル
は
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｗ（
銅
ク
ラ
ッ

ド
ア
ル
ミ
線
）で
、
ボ
ビ
ン
は
ア
ル
ミ
と
し
て

軽
量
化
を
図
っ
た
構
成
。
銅
リ
ン
グ
や
磁
性
流

体
に
よ
っ
て
歪
み
を
低
減
し
、
ネ
オ
ジ
ウ
ム
・

マ
グ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
磁
気
回
路
や
リ
ア
の
特
殊

ダ
ン
ピ
ン
グ
処
理
で
30
ｋ
Ｈｚ
ま
で
の
滑
ら
か
な

特
性
を
得
て
い
る
。
ウ
ー
フ
ァ
ー
も
や
は
り
射

出
成
型
ア
ル
ミ
フ
レ
ー
ム
を
使
用
。
磁
気
回
路

は
強
力
フ
ェ
ラ
イ
ト
で
構
成
し
、
ボ
イ
ス
コ
イ

ル
は
カ
プ
ト
ン
／
ノ
ー
メ
ッ
ク
ス
の
ボ
ビ
ン
に

よ
っ
て
軽
量
・
高
剛
性
化
さ
れ
て
い
る
。

低
域
は
透
明
な
質
感
を
楽
々
と
再
現 

輪
郭
も
明
瞭
で
澄
ん
だ
響
き
が
乗
る

　

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
は
Ｍ
Ｄ
Ｆ
製
だ
が
、
両
サ
イ

ド
は
３
㎜
厚
の
部
材
を
数
枚
重
ね
て
積
層
化
し

た
後
、
ラ
ウ
ン
ド
形
状
に
成
型
処
理
さ
れ
た
設

計
だ
。
ま
た
最
上
部
に
は
コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト

を
設
け
て
フ
ェ
ル
ト
製
吸
音
材
を
装
着
し
、
定

在
波
を
排
除
す
る
。
さ
ら
に
底
部
に
も
コ
ン
パ

ー
ト
メ
ン
ト
が
あ
り
。
必
要
に
応
じ
て
砂
な
ど

を
充
填
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
で
あ
る
。

　

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
全
体
は
や
や
後
傾
し
た
構
造

だ
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
処

理
と
と
も
に
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
位
置
関
係
か
ら
生

じ
る
位
相
の
ず
れ
も
補
正
し
て
い
る
。

　

上
下
に
伸
び
が
よ
く
、
特
に
２
・
０
で
は
低

域
の
透
明
な
質
感
が
楽
々
と
再
現
さ
れ
て
い

る
。
解
像
度
の
高
さ
が
窺
わ
れ
る
音
調
だ
。
高

域
に
も
棘
や
濁
り
が
な
く
、
輪
郭
が
明
瞭
で
澄

ん
だ
響
き
が
乗
る
。
レ
ス
ポ
ン
ス
が
均
一
な
の

も
設
計
の
確
か
さ
を
物
語
る
が
、
位
相
が
ぴ
っ

た
り
揃
い
ピ
ン
ト
が
き
れ
い
に
合
っ
て
い
る
の

が
こ
と
に
印
象
的
だ
。
技
術
と
感
性
が
見
事
に

一
致
し
た
再
現
性
と
い
っ
て
い
い
。

【問い合わせ先】㈲オーディオリファレンス　インク  〒183-0046　東京都府中市西原町3-16-9　TEL：042（574）3185　
ホームページ：http://www.audiorefer.com/

技術と完成が見事に一致する再現性

設計の確かさが物語る
極めて正確な位相

ATOHM

GT-2.0
¥682,500（ペア）

ATOHM

GT-1.0
¥367,500（ペア）

Specification
●形式：2＋1ウェイバスレフ型●最大入力：200W●ピーク：400W
●インピーダンス：6Ω●能率：90dB●周波数特性：40Hz〜30kHz
●ユニット：15cmウーファー×2、2.8cmトゥイーター×1●クロスオーバー
周波数：500Hz、2.5kHz●サイズ：240W×435D×1190Hmm●
質量：26kg

Specification
●形式：2ウェイバスレフ型●最大入力：100W●ピーク：
200W●インピーダンス：6Ω●能率：89dB●周波数特性：
45Hz〜25kHz●ユニット：15cmウーファー×1、2.8cmトゥイー
ター×1●クロスオーバー周波数：2.5kHz●サイズ：200W×
265D×330Hmm●質量：12kg

「GT-2.0」のリア部。アッ
ティネーター調整用のノブ
が装備されている（GT-1.0
も搭載）。最下部にコンパー
トメントが設けられ、フロント
のオーナメントを取り外す
ことで、好みに応じで砂を
充填できる（GT-2.0のみ）

　フランスから登場した注目の新ブランドの製品で
15cm口径ウーファーの小型2ウェイ機ながら音楽再生
に要求されるボトムエンドから高域までスムーズに伸びた
ワイドなfレンジと高い解像度、高SN比を確保した現代
的なサウンドが聴けた。それでいてハイエンドの最新鋭
高性能機で散見されるナーバスなとことがなく駆動アン
プを選ばず音楽を活き活きと甦らせる。これは近年の標準的なスピーカーよりも高
い89dBという能率が確保されているからだろう。
　質感もナチュラルで高能率機にありがちなアタック音を強める傾向がなく、ピアノ
のタッチやアコースティック・ギターのピッキングを生 し々く引き出し、微細な余韻も高
い透明度が確保されている。歪み成分や刺激的な響き感じさせない純度の高いサ
ウンドが魅力だ。またオリジナルユニットを搭載した高性能機でありながらペア36万
円と量産メーカーの上級クラス程度に抑えているのは極めて良心的な価格設定とい
える。

　GT-1．0にウーファーを加えた2＋1構成だけに低域レンジが確実に伸張し低音
楽器の質感がよりリアルさを増す。クロス・ポイントが増えるが、その弱点を感じさせ
ず、全帯域にわたり位相の乱れがないのはスラントさせたエンクロージャーと正しく設
計されたネットワークの効果だろう。オーケストラや編成の大きなコンテンポラリー系ジャ
ズを聴いても定位が乱れず3次元的に広がる正確な音場が展開される。
　2ウェイ機をトールボーイ型機に発展させたシステムでは低域の量感は増すが解像
度を甘くするケースが多い。しかし本機ではオーケストラの大音量部分でも混濁感
がなく高い解像度が確保されていた。システムとして初の製品と聞くが、高い完成
度を実現しているのは設計者の確かな経歴とユニット供給メーカーとしての設計・製
造技術の高さを物語る。これはユニット供給を受けなくてはならないハイエンド・ブラ
ンドにはない大きな強みといえるだろう。

音楽を活き活きと甦らせる
価格設定も極めて良心的

設計者の確かな経歴と技術を物語る
大音量でも混濁なく解像度を引き出す

●ブックシェルフ型「GT-1.0」

●トールボーイ型「GT-2.0」

●レポート：  井上千岳 
Chitake Inoue

フランス発、注目のニューカマー
ATOHMのスピーカーが上陸、その魅力を探る

「オーディオ銘機賞2012」
 S p e c i a l  I s s u e

●レポート： 

小林 貢 
Mitsugu Kobayashi


